
持続可能な地域の創生
～コロナ禍を克服し、民間の挑戦で、地域の未来を切り拓く～

会津若松商工会議所



総括的概要

１．コロナワクチン職域接種
地域内のコロナワクチン接種を加速させるため、会員事業所から接種希望者を募り、単独の職

域接種を実施いたしました。行政のワクチン接種は中高年が優先であったことから、当所では今
後の経済再生を担う若年労働者を優先し、それぞれの事業所で安心安全に活躍できる環境づくり
を行いました。

２．事業所支援
資金繰りをはじめ、各種補助金・支援金の申請等、創意工夫により事業継続に懸命に取り組む

事業所を徹底支援しました。特に、昨年度新設した当所独自の支援制度「中小企業活力アップ補
助金」を本年度も継続し、国の持続化補助金、福島県の小規模企業者等いきいき支援事業補助金
等と併せ、コロナ禍における事業所支援に大きな役割を果たしました。

３．消費喚起事業及び市街地活性化事業
消費喚起策として大きな効果があるプレミアム商品券事業は、昨年度に引き続き行政の支援を

得て、最大級の規模で実施いたしました。
また、ポストコロナにおいての、中心市街地活性化及び観光振興の起爆剤となる可能性を秘め

る“再開発事業”については、有識者による検討委員会を組織し、持続可能なまちづくりに向けた
提言のとりまとめを行いました。

コロナ禍が2年以上経過、この間人流抑制対策等が幾度も行われ、収束に向かいつ
つあるものの、一度底まで落ちてしまった経済は容易には回復しない現状が続いてお
り、管内経済は未だかつてないほど悪化の一途をたどっております。
事業実施にあたっては、経営危機に直面する事業所の事業継続支援を最優先し、役

職員一同最大限の危機感を持って遂行いたしました。
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組織－議員総会・部会・会員数－

◆主な入会理由 ◆主な脱退理由
①情報収集・・・・・・・・35件 ①廃業、法人解散・・・41件
②金融相談・・・・・・・・14件 ②事業規模縮小・・・・・6件
②税務相談・・・・・・・・14件 ②利用機会なし・・・・・・6件3

▲渡部啓二専務理事を選任した
臨時議員総会。（R3.9.27）

会員2,501名、組織率44％（R4.3.31現在）
小売商業 534 卸物流 109
工業 111 漆器 103
建設 528 醸造・食品製造 54
観光・旅客運送 384 金融 71
文化情報・サービス業 607
上記ほか、特別会員146名



新型コロナウイルス感染症対策事業①
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中小企業活力アップ補助金
▼会員事業所が行う売上の維持や確保、経
営環境の変化に伴う対応など、事業継続に向
けた様々な取組に対し、最大20万円（補助
率2/3以内）を当所が補助。
補助総額13,488千円（72件）

▲地域内のコロナワクチン接種を加速させるため、会員事業所から接種希
望者を募り、単独の職域接種を実施。若い方をはじめ、近隣市町村から
の通勤者や転勤族の方に接種の機会を創出した。
実施日:9月11日、10月9日、9月19日、10月17日
実接種:218社934名

コロナワクチン職域接種

▶実施にあたり多大なご協
力をいただいた（一財）竹
田健康財団様に感謝状を
贈呈。（R3.9.15）



新型コロナウイルス感染症対策事業②
－消費喚起事業－
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飲食店応援前払利用券

▲会津若松市の支援を得て、
プレミアム商品券事業が実現。
プレミアム率25％、発行総額6
億円、参加店834店と昨年度
に引き続き過去最大規模と
なった。
幅広い業種で利用され、地
域の景気刺激策として経済活
性化に大きく貢献した。
（利用期間:
R3.7.8～12.31）

Go To イート食事券

◀福島県と県内商工会
議所・商工会等がタッグ
を組み実施。利用者が
応援したい飲食店の前
払利用券を購入すること
で、当該飲食店の運転
資金の確保と利用促進
につなげた。
当管内の参加店は
131店。
（利用期間:
R2.6月～3.6月）

◀新しい生活様式に対
応しながら、飲食店の需
要喚起を目的とした国の
事業。当所では参加店
募集や食事券の販売を
協力した。
当管内の参加店は
217店。
（利用期間:
R2.11月～R3.7月）

会津若松市プレミアム商品券

R2から
継続実施



◆新型コロナウイルスに関する経営相談窓口 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２,３９８件
各種給付金・支援金・助成金（事業復活支援金、県一時金、時短協力金等）・・・・・・・６７％
各種補助金（小規模事業者持続化補助金等）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２４％
各種融資制度（小規模事業者経営改善資金等） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５％
その他（労務・税務、消費喚起事業等）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４％

◆各種補助事業の活用支援
国:小規模事業者持続化補助金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２件
県:ふくしま小規模企業者等いきいき補助金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１件

◆会津若松商工会議所独自の補助・助成事業の活用
中小企業活力アップ補助金（マル活補助金）・・・・・・・・・・・・・・・・・７２件１３,４８８千円
商店街空き店舗対策補助事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １件
見本市等出展助成事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１件
企業ＰＲ動画作成補助事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３件

◆金融斡旋（マル経ほか）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３４件２３０,０５０千円
◆専門家による相談

法律・税務・労務相談 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 延べ６５５件
伴走型小規模事業者支援推進事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １４件
新型コロナウイルス対応のための経営相談体制強化事業 ・・・・・・・・ ３０件
制度改正に伴う専門家派遣等事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６０件
県よろず支援拠点、事業承継・引継ぎ支援センターとの連携 ・・・・１０３件

◆集団指導（セミナー等）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９回
◆取引照会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２件

中小企業相談所の事業所支援
相談件数２,８１０件（月平均２３４件）
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－経営指導員等
による伴走支援－

内
訳



意見・要望活動①
－コロナ禍での事業所支援、産業振興、道路整備等を要望－

▲新型コロナウイルス感染症対策の支援拡充や観
光振興策の強化等56項目を内堀雅雄福島県知事へ
要望（R3.9.22）

＜会津方部商工観光団体協議会＞
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▶雇用調整助成金のコロナ禍終息までの延⾧等経済
対策を菅家一郎衆議院議員へ要望。（R3.5.25）

▲新型コロナウイルス感染症対策の支援拡充や多機
能型県営武道館の建設等を内堀雅雄福島県知事へ要
望（R3.12.23）



意見・要望活動②
－コロナ禍での事業所支援、産業振興、道路整備等を要望－
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▲会津縦貫南道路の建設促進、磐越道全
線4車線化等を国土交通省東北地方整備
局三輪準二副局⾧へ要望（R3.12.7）
＜会津地区道路整備促進期成同盟会＞

▲磐越道全線4車線化等会津地域の道路整備を大西英男国土交
通副大臣（写真左から3人目）へ要望。（R3.4.18）

▲団体旅行に対する支援等観光振興策を菅
家一郎衆議院議員へ要望。（R3.4.10）

◀都市計画道路等
の整備促進につい
て室井照平会津若
松市⾧へ要望。
（R3.11.8）



▲シネマコンプレックス建設に向けた協議への参
画と幅広い支援を室井市⾧に求めた。要望は、当
所、中小企業家同友会、青年会議所、市商店街連
合会、神明通り商店街の5団体連名。（R3.8.26）9

▲街なかの土地の有効活用について、再開発構想の策定
に向け「街なか再開発構想検討委員会」を発足。
（R3.11.5）委員会は４回開催し、行政に提言する段と
なった。

▶魅力ある会津若松市の
創造に向け、街なかの賑
わい拠点となる土地の有
効利活用について市民ア
ンケートを実施。
1,200を超える回答と

730の自由意見が寄せら
れた。（R3.6月）

市街地活性化事業
－魅力ある会津若松市の創造に向けて－



◀キャッシュレス社会実現のために導入が予定されている
デジタル地域通貨の勉強会。スーパーシティ構想の中で決
済を担当するTIS㈱、CCCマーケティング㈱が講師を務め
た。 デジタル地域通貨勉強会（R3.11.26）

◀福西本店横通路
において、農業女子に
よる収穫野菜を販売。
飲食店経営者等に
向けＰＲを行った。
農業女子の
収穫野菜直売会
「お野菜マルシェ」
（R3.7.30/10.22/
11.26）

部会活動①

フロア誘導ステッカー▶
（111社850枚配布、R3.7月）
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◆小売商業部会
◆卸物流部会

▲会津本郷貨物運送㈱所有の10ｔトラック（新車）にラッ
ピングを施工。現在6台が会津の走る広告塔として活躍して
いる。 「ラッピングトラック完成発表会」（R3.9.28）

◀会員事業所の異業
種交流の場として開催。
各社2分のPRタイムを
設け、パンフレットを用
いた自社紹介や商品
案内を行った。
会員事業所
交流懇談会
（R3.12.14）

◀赤べこマスクケース
（91社4,550枚配布、R3.11月）



部会活動②
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◆工業部会

◆漆器部会

◀会津漆器PRのた
め「会津漆器蔵出し
市」として十日市に出
店。6事業所が出店
した。

十日市に出店
（R4.1.10）

◀工業系高校生の地
元定着促進のため、も
のづくり企業へジュニア
マイスター顕彰制度を
ＰＲ。
ジュニアマイスター顕彰
制度広報活動
（R4.10.10）

▲製造業を営む会員事業所が、自
社の魅力をアピールする動画を制作
する際の費用の一部を補助。
企業ＰＲ動画作成補助（3社）

▲会津漆器の若手職人支援のため、福西本店店蔵にて展示･販売会を開催。若
手職人6名が161品を展示・販売した。

会津漆器「若手職人展示・販売会」（R3.12.17～19）



▶食品製造業者を対象に、
コロナ禍により変化した市場
動向・販売チャネル、マーケ
ティング戦略等についてのセ
ミナーを開催。

販路開拓セミナー
（R3.11.30）

▲要望を続け
ている会津縦
貫南道路の工
事進捗状況を
確認するため工
事視察会を開
催。
小沼崎・湯野
上バイパス工事
視察会
（R3.7.30）

部会活動③
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◆醸造・食品製造部会▲小学生に建設業の社会的役割や魅力を伝えること
を目的に実施。写真は沼平第3処分場。移動中のバ
ス車内では、建設女子「會津美Lady」が業界の魅
力を伝えた。 親子で学ぶ現場見学会（R3.11.6）

◀金融機関担当
者を対象に会津
若松市スーパーシ
ティ構想とスマート
シティAiCTの取組
みについて、説明
会を開催。
AiCTと金融機関
実務担当者会議
（R4.3.2）

◆建設部会

◀『食育』をテーマに、自宅ででき
る手作り味噌キットを開発、102
セットを販売した。
地域食材を使った食育キットの
開発・販売（R3.7.12～8.6)

◆金融部会



▶経営者の健康増進のため、生活習慣病と認知症を予防する
運動、脳トレ法、美姿勢を引き出す コツなどを学んだ。
経営者のための健康セミナー（R3.12.8）

▲非対面ビジネスに欠かせないWeb会議システムの体験セミ
ナーを実施。オンライン会議に参加するための初級編、ホストとし
て主催するための上級編を開催。

Zoom体験セミナー（R3.6.25/9.29）

部会活動④
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◆観光・旅客運送部会

▲観光振興に向けて、市、観光ビューローとの意見交換
会を開催。（一社）東北観光推進機構の紺野純一
専務理事から講演をいただいた。

観光関係機関との懇談会（R3.11.24）

▲インバウンド再開を見据え、ねんど大介氏による台湾
向け動画を配信 観光プロモーション（R4.3月～）

◆文化情報・サービス業部会



▲既存認定品37事業46商品に加え、新規認定品として3事業
所5商品を新たに会津ブランド認定品として登録。
会津ブランド認定（R4.3)

▲市・会津地方振興局・ハローワークより、新
規高卒者等の地元就職について要請を受け、コ
ロナの影響が比較的少ない業種を中心に早期の
求人票提出を呼び掛けた。（R3.6.3）

委員会活動
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▲デジタルによる製造現場の効率化を学ぶ視察会を実
施。 スマートファクトリーJAPAN視察（R3.12.2）

◆デジタル化推進委員会 ◀コロナ禍による事業所支援と、
当市への帰省や観光ができなかっ
た方に向けて、会津の魅力がたっ
ぷり詰まったギフトセットを企画。61
件の申込みを受けた。
また、会津ブランド認定品は、今
年度も市内宿泊施設利用者に抽
選で地場産品が当たる「あいづあ
かべこキャンペーン」のプレゼント商
品の一つに選定された。

ふるさと会津定期便
（R3.9～12月）

雇用対策事業

◆会津ブランド推進委員会



▲毎年好評の共済ツアーは、米沢市を訪問。
上杉家廟所等、会津との縁を感じるスポットを36
名が巡った。
会津ゆかりの地を巡るツアー（R3.11.21）

◀80名が参加した
会員ゴルフ大会。
交流を図りながら爽
やかな汗を流した。
会員ゴルフ大会
（R3.9.25、
会津磐梯CC）
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◆日帰り人間ドック・助成金制度
会員限定の割引料金等で、会員事業所の福利厚生を

支援。141名が受診、37名が助成金を活用した。
◆生活習慣病予防健診
低廉な料金設定で、会員事業所の経営者や家族、従

業員の健康を守っている。160名が受診した。

会員・共済還元事業

▲会員事業所優良従業員表彰式を開催。令和2年
の創立80周年記念式典で開催予定であったが、
コロナのため延期となっていた。当日は49事業
所より推薦された150名を表彰した。

会員事業所優良従業員表彰式（R3.11.12）



▲コロナ禍にある女性会の飲食店を応援する目的
で「テイクアウト＆デリバリーガイド」を作製。
（R3.6月）

女性会／青年部 －特⾧を活かした事業を展開－
女性会

▲福島全国大会の延期に伴い、オンラインによる
総会を開催。改めて令和4年の参加を呼び掛けた。
（R3.10.22）

▲同友会、青年会議所と連携し、コロナ禍で困窮
する会津大生に向けカップ麺とお米を贈呈。
（R3.11.11）
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▲当市の魅力を伝えるため、会津のコアな観光ス
ポットやメンバー事業所の活動等をYouTubeで配
信。会津若松市の学生PR部「AIZ’Sモーション」
と連携。（R3.7月～）

青年部



会津方部商工観光団体協議会 会津ＥＵ協会 （公財）会津地域教育・
学術振興財団

商工団体・観光協会等38団体で組織し、
地域発展のため、各種要望活動を実施。
（▼要望事項の決起集会）

地域レベルでヨーロッパとの文化交流に
貢献。
（▼ヨーロッパをよく知ろうセミナー）

地域の教育・文化及び学術研究の振興・
発展を目的に設立し、会津大生等を支援。
（▼助成学生報告会）

会津地区道路整備促進
期成同盟会

米沢・会津・小山地域
高規格道路建設促進期成会

福島県営会津武道館
建設促進期成会

地域の道路網整備を推進しており、⾧年
の要望活動により実現した道路も多い。
（▼福島県土木部⾧による講演会）

会津縦貫道を含む米沢～小山間の建設促
進を目指し、要望活動を展開。
（▼幹事会）

商工観光、武道・スポーツ団体等で組織
し、複合施設としての武道館建設を要望。
（▼県当局への要望、R1年度）

関係団体事業活動①
－それぞれの目的を持ち１１団体が活動ー
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会津若松地区警察官友の会 会津若松自衛隊協力会 磐越西線ＳＬ等運行・
活性化協議会

社会秩序の確立に貢献するため警察官の
活動を支援。
（▼冬の駐在所慰問）

市民レベルでの自衛隊活動の理解を深め
る。
（▼自衛隊施設見学会）

磐越西線沿線地域の活性化を図るため、
運行改善、利便性向上等を要望。
（▼磐越西線魅力再発見ポスター）

会津若松税務関係団体協議会 あいづ芸妓振興友の会

税務署との連携により、正しい税制度の
周知等、自主申告納税を推進。
（▼理事会）

稽古支援や周知広報等を行い、芸妓文化
の振興と支援に努める。
（▼芸妓大撮影会）

会員募集中

（業務推進課 TEL27-1212）

関係団体事業活動②
－それぞれの目的を持ち１１団体が活動ー

団体名 年会費

会津地区道路整備期成同盟会 １万円

会津若松自衛隊協力会 ２千円～

あいづ芸妓振興友の会 ２千円～

会津若松地区警察官友の会 １万円～

会津ＥＵ協会 無料
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◆ＬＯＢＯ調査（商工会議所早期景気観測調査）
◆中小企業景況調査
◆市内商店街空き店舗状況調査
◆市街地開発に関する市民アンケート調査
◆新型コロナウイルス感染症の影響に関する調査
◆事業の継続に関するアンケート調査
◆プレミアム商品券 取扱店アンケート調査

◆簿記検定（受験者409名）

◆リテールマーケティング（販売士）検定（受験者１７名）

◆福祉住環境コーディネーターなど東商検定（受験者11名）

◆日本漢字能力検定（受験者２０１名）

◆珠算能力検定、暗算能力検定（受験者１３９名）

調査事業／検定事業
－経営に役立つ各種調査・検定試験を実施ー
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◆会議所ニュース（毎月）
◆市民版（6･10･３月）
◆ホームページ
◆カレンダー
◆會津うまいものガイドブック
◆会津ブランド認定品パンフレット
◆運転免許証自主返納者向け
サービス店ガイドブック 20

広報 －様々な媒体で事業や経営情報を発信－



令和３年度も、商工会議所事業へご支援ご協力
を賜り、ありがとうございました。
２年も続くコロナ禍は、人々の生活習慣に大き

な変化をもたらし、それを以前のような状態に戻
すことは容易でなく、そのためには感染防止と社
会経済活動をより高い次元で両立させていく必要
があります。
新年度事業実施にあたりましては、活動の原点

である「管内商工業の発展」に資する事業展開に
注力し、総力を挙げてコロナ禍による影響を克服
し、地域経済発展の牽引役として、完全復興に向
け「持続可能な地域の創生」を目指します。
今後ともよろしくお願い申し上げます。
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